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原則として原稿のレイアウトは、A4サイズで以下の設定とする。
· 文字数=40、行数=36
· 余白は、上=32mm、下=32mm、左=30mm、右=30mm
· 和文フォントはMS明朝（英数字はTimes New Roman）、欧文フォントはTimes New Roman
· フォントサイズは、タイトルは14pt、著者名は12pt、それ以外の本文などは11.5pt
· 「括弧、ドット、カンマ、コロン、セミコロン」は、本文と図表キャプションにおいては全角、引用文献では半角を使用する。
· 図表のフォントやサイズは任意
· 図表を本文中に挿入するか、後部にまとめるかは自由
· 最終的にはA4→B5（87%）に縮小印刷されることに留意する。
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